
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年度確保維持改善計画（フィーダー系統）の 

事業評価について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料１－２ 



（別添１）

令和6年1月19日

協議会名：

評価対象事業名：

①補助対象事業者等 ②事業概要
③前回（又は類似事業）の
事業評価結果の反映状況

⑥事業の今後の改善点
（特記事項を含む）

【補助対象となる事業者
名等の名称を記載】

【系統名・航路名・設備名、運行（航）区間、整
備内容等を記載（陸上交通に係る確保維持事
業において、車両減価償却費等及び公有民営
方式車両購入費に係る国庫補助金の交付を受
けている場合、離島航路に係る確保維持事業
において離島航路構造改革補助（調査検討の
経費を除く。）を受けている場合は、その旨記
載）】

【事業評価の評価対象期間におい
て、前回の事業評価結果をどのよ
うに生活交通確保維持改善計画に
反映させた上で事業を実施したか
を記載】

A
・
B
・
C
評
価

【計画に基づく事業が適切に実施され
たかを記載。計画どおり実施されな
かった場合には、理由等記載】

A
・
B
・
C
評
価

【計画に位置付けられた定量的な目
標・効果が達成されたかを、目標ごと
に記載。目標・効果が達成できな
かった場合には、理由等を分析の上
記載】

【事業の今後の改善点及びより適切な目標を記
載。改善策は、事業者の取り組みだけでなく、地
域の取り組みについて広く記載。特に、評価結果
を生活交通確保維持改善計画にどのように反映
させるか（方向性又は具体的な内容）を必ず記載
すること。】
※なお、当該年度で事業が完了した場合はその
旨記載

三重交通株式会社
こにゅうどうくんライナー（１系統）
県立総合医療センター～小山田病院

【評価対象期間における前回の評
価結果を受けての対応状況】
・乗り継ぎ拠点でのモビリティマネジ
メントの実施について
→乗り継ぎ拠点に設置しているバ
ス待合室の窓に、バス利用を促す
標語を設置し、国道１号や拠点施
設の利用者にも見てもらうことでバ
ス利用を啓発している。
・利用促進イベントを企画・実施す
ることについて
→利用促進イベント「こにゅうどうく
んライナーで健康＆お買い物ツ
アー」を令和４年11月に２日間実施
した。

A ・運行は計画どおりに実施した。 B

年間利用者数、収支率
（目標）６,０００人、８％以上
（実績）５,５３９人、７％

対目標値　　９２％、８８％（未達成）
・期間の半分以上は新型コロナウィ
ルス感染症の５類移行前ということで
引き続き外出控えの影響などにより
利用者数は目標に届かなかった。た
だし、前年度比では２４７人増加して
いることから、今後も利用促進に取り
組むことで利用者数の増加につなげ
たい。
・利用者数の増加に伴い、経常収益
は増加したものの燃料費等の高騰に
よって経常費用も増加したことから、
収支率は前年度から微増にとどまり
目標に届かなかった。

・利用者増加のため、利用者に対して
沿線の大型商業施設で使用できる買い
物割引券を配布するなど買い物での利
用を促すような取り組みを検討のうえ、
関係者と協議し実施に向けて取り組
む。（市、交通事業者、商業施設）
・利便性向上のため必要に応じてダイ
ヤ変更を実施する。（市、交通事業者）
・過去の利用促進イベントで得られた意
見を踏まえ、今後も利用促進イベントを
企画・実施する。（市、交通事業者）

四日市市地域公共交通活性化協議会

地域内フィーダー系統確保維持補助金

地域公共交通確保維持改善事業・事業評価（生活交通確保維持改善計画に基づく事業）

④事業実施の適切性 ⑤目標・効果達成状況
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（別添１－２）

令和6年1月19日

協議会名：

評価対象事業名：

地域の交通の目指す姿
（事業実施の目的・必要性）

事業実施と生活交通確保維持改善計画との関連について

・四日市市では、輸送力や定時性に優れる鉄道網を維持するとともに、バスやタクシー等の公共交通が相互に連携し、
都市機能が集積する中心市街地を中心とした効率的な交通ネットワークの構築を目指している。
・四日市平田線が近鉄四日市駅と鈴鹿市を南北に結ぶ幹線であり、イオンタウン四日市泊(乗り継ぎ拠点)で接続するこ
にゅうどうくんライナーは、市南西部の住民の中心市街地、鈴鹿市方面へのアクセス手段を確保するため不可欠であ
る。

四日市市都市総合交通戦略及び四日市市地域公共交通計画に掲げる取り組みの方向に基づき、引き続き持続可能
な魅力あるまちづくりに取り組む。
【取り組みの方向（戦略）】
　①自由に移動し交流できる公共交通体系づくり
　②円滑な交通を支える道づくり
　③まちなかの賑わいづくり
　④市民・公共交通事業者・行政の連携づくり

四日市市地域公共交通活性化協議会

地域内フィーダー系統確保維持補助金
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こにゅうどうくんライナー
運　　行　　経　　路　　図

【終点】小山田病院

釆女が丘四丁目

内部駅前

和無田東

下大久保
小松 内部橋

ｲｵﾝﾀｳﾝ四日市泊

貝家

久間田

笹川テニス場

和無田改善センター

北小松

笹川テニス場

【起点】県立総合医療センター
至 近鉄四日市駅

四日市南部医療モール
追分駅前

和無田 鹿間宮前

六名口

鹿間

久間田西

下大久保西

古市場

内部小学校前

釆女が丘一丁目

釆女が丘三丁目釆女が丘わんぱく公園

内部農協前

小古曽

森ヶ山

小古曽六丁目

泊町

泊山小学校前

泊山

泊ヶ丘住宅前
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四日市市地域公共交通会議

会長　伊藤　勝美　　殿

中 部 運 輸 局 長

 （ 公 印 省 略 ）

中 運 交 企 第 １ ５ １ 号

令 和 5 年 3 月 10 日

令和４年度地域公共交通確保維持改善事業の二次評価について（通知）

　日頃より国土交通行政にご理解とご協力を賜り厚く御礼申し上げます。

さて、先般報告された標記事業にかかる一次評価について、これを基に二次評価を行ったため、別紙

のとおり通知します。

なお、二次評価結果は協議会等において共有するとともに、次年度以降の計画等に反映いただくよう

お願いします。

 【問合せ先】
　　　中部運輸局交通政策部　交通企画課
    　　　　　      TEL：052-952-8006
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評価対象事業 地域内フィーダー系統

（別紙）中部運輸局二次評価結果 令和５年３月１０日付け中運交企第１５１号通知

自治体・協議会名 四日市市地域公共交通会議

二次評価結果

　評価できる取組

・利用啓発ポスターを作成し沿線地区の市民センターへ掲示したことを評価します。
・利用促進イベントの検討を行い「こにゅうどうくんライナーで健康＆お買い物ツアー」を実施したことを評価しま
す。

　期待する取組

・乗り継ぎ拠点でのモビリティマネジメントの実施を期待します。
・利用促進イベントで得られた意見等を踏まえ、今後も利用促進イベントを企画・実施することにより利用者数増
加に繋がることを期待します。
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〇実施日　　・令和４年１１月１５日、１７日

〇実施場所　・イオンタウン四日市泊

〇参加者数　・２３名

〇実施内容　・本市の理学療法士による健康体操と施設内でのお買い物、飲食

〇イベントへの意見　　・今後も実施するなら参加したい。　・健康体操が良かった。

　　　　　　　　　　　・地域の方と交流ができてよかった。 他

バス待合室に設置したバス利用を促す標語

利用促進イベント「こにゅうどうくんライナーで
　　　　　　　健康＆お買い物ツアー」
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